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② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

学期末の授業アンケートでは、データサイエンス教育プログラムの5科目全体で「【複数選択】この授業で身についた知
識・能力を選択してください」という設問において、幅広い教養とモラルを身につけている 18.4%、商学の専門的な基礎
知識・技能を身につけている 26.0%、多様な価値を理解することができる 30.4%、社会の課題を発見することができる
29.1%、論理的に思考することができる 34.2%、専門的知識を問題解決に活用できる 35.0%、自分の考えを他者に伝える
ことができる 27.7%、他者の考えを受け入れることができる 22.9%、社会に貢献する意欲を持っている 15.6%、主体的に
行動する意欲を持っている 20.0%、他者と協力する態度を持っている 18.6%、であった。学修成果の欄でも述べたが、本
プログラムで掲げる学修目標に一致した項目の値が高く、必要な能力を一定程度身に付けられていると考えられる。
また授業アンケートでは「基礎的なＰＣソフトを利用したデータ加工や、各種ツールの活用に必要な技術を取得すること
ができた」「AIの仕組みをある程度理解し過度な期待を持たなくなったので良かった。AIに対して興味を持つきっかけに
なった」などの自由記述を得ている。
1年次必修科目である「ICTリテラシー1」「ICTリテラシー2」では週1回の担当教員とSAによるミーティングを実施し、そこ
で出た意見を授業運営に随時反映し、理解度を高める工夫・改善を務めている。また、SAは学内の研修を受講するこ
とで適切な学習支援ができるようにしている。今後も、授業内容の改善を図るとともに、学生の理解度と社会的ニーズ
の双方を踏まえて、学生の理解度をより向上させるよう改善を図る必要がある。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

授業アンケートにおいて、後輩学生への推奨といった設問は設定していないが、本学では後輩への授業の推奨や学修
支援を行う存在としてSA制度があげられる。本プログラムに含まれる「ICTリテラシー1」「ICTリテラシー2」には、各クラ
ス1名のSAを配置している。2023年度の秋学期に、SAの説明会を実施したところ、1年次生33名が参加し、このうち13
名が次年度のSA・メンターとして採用された。このため、後輩などへの本プログラムの推奨度は、一定程度はあると考
えられる。
来年度以降は、本プログラムの後輩等他の学生への推奨度についての設問も含めたアンケートを設計、実施する予
定である。

学修成果

横浜商科大学データサイエンス教育プログラムでは、全科目共通で実施している学期末の授業アンケートで学修成果
を把握し、学生の成績評価と合わせて教育内容の妥当性について定量的に分析している。
授業アンケートでは、データサイエンス教育プログラムの5科目全体で「総合的にみて、この授業は満足できるものでし
たか。5段階評価：5（大変満足）～1（大変不満）」という設問に、「5」「4」「3」を回答した割合は96.9%であった。また「5」と
「4」を回答した割合は73.8%であり、データサイエンスに関心を持って取り組む姿勢は高くなったと評価できる。
また授業アンケートにおいて、データサイエンス教育プログラムの5科目全体で「この授業で身についた知識・能力を選
択してください」という設問において、受講学生に11項目から複数選択してもらったところ、選択数が多い順に上位4項
目は「専門的知識を問題解決に活用できる」「論理的に思考することができる」「多様な価値を理解することができる」
「社会の課題を発見することができる」であった。これらは本プログラムで掲げる学生が身に付けられる能力と一致した
項目であり、本プログラムの学修成果が出ていることが確認できる。
次年度以降は、プログラムで掲げる目標への到達を直接測ることができる設問を含む新たなアンケートを作成し、本プ
ログラムの全5科目の学期末にアンケートを実施する。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

横浜商科大学データサイエンス教育プログラムは全学科において、「ICTリテラシー1」「ICTリテラシー2」「ビジネスとAI」
「情報社会の倫理」「データサイエンス入門」の5科目を開講し、5科目すべてを合格した学生に対し修了証としてオープ
ンバッジを発行するものである。プログラム開始初年度である2023（令和5）年度は、全学科で「ICTリテラシー1」と「ICT
リテラシー2」を必修科目として開講した。経営情報学科情報マネジメントコースでは「ビジネスとAI」と「情報社会の倫
理」を必修科目として、「データサイエンス入門」を履修指定（選択）科目として開講した。他の学科については、「ビジネ
スとAI」「情報社会の倫理」「データサイエンス入門」は選択科目として開講した。
2023（令和5）年度の1年次生（計345名）の各科目の履修・修得状況は以下の通りである。

今年度5科目すべての単位を修得し本プログラムを修了した1年次生は、商学科1名、経営情報学科16名の計17名で
あった。また、4科目単位修得した1年次生は96名、3科目単位修得した1年次生は216名である。今後も引き続き、本プ
ログラムの残りの科目の履修を強く推奨することで、多くの学生が2年次に本プログラムを修了するよう働きかけを行
う。

内部質保証推進会議

ＩＣＴリテラシー1 ビジネスとAI

学科 １年履修者数 １年学生数 履修率 修得者数 修得率 学科 １年履修者数 １年学生数 履修率 修得者数 修得率

商学科 190 190 100.0% 182 95.8% 商学科 43 190 22.6% 30 69.8%

経営情報学科 91 91 100.0% 87 95.6% 経営情報学科 35 91 38.5% 22 62.9%

観光マネジメント学科 64 64 100.0% 63 98.4% 観光マネジメント学科 0 64 0.0% - -

計 345 345 100.0% 332 96.6% 計 78 345 20.4% 52 66.3%

ＩＣＴリテラシー2 情報社会の倫理

学科 １年履修者数 １年学生数 履修率 修得者数 修得率 学科 １年履修者数 １年学生数 履修率 修得者数 修得率

商学科 187 190 98.4% 173 92.5% 商学科 50 190 26.3% 42 84.0%

経営情報学科 91 91 100.0% 86 94.5% 経営情報学科 46 91 50.5% 38 82.6%

観光マネジメント学科 63 64 98.4% 57 90.5% 観光マネジメント学科 11 64 17.2% 8 72.7%

計 341 345 99.0% 316 92.5% 計 107 345 31.4% 88 79.8%

データサイエンス入門

学科 １年履修者数 １年学生数 履修率 修得者数 修得率

商学科 11 190 5.8% 10 90.9%

経営情報学科 29 91 31.9% 25 86.2%

観光マネジメント学科 1 64 1.6% 1 100.0%

計 41 345 13.1% 36 92.4%
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

必修科目である「ICTリテラシー1」「ICTリテラシー2」では、1クラスのサイズを30人程度に設定し、クラスごとに1名のSA
をつけることで、学生が質問しやすい環境を構築している。また、全クラスで統一した授業資料を用い、必要に応じて担
当教員間および担当SA間で情報共有することで、統一した内容・水準を維持することを心掛けている。加えて、週1回
の担当教員とSAによるミーティングを実施し、そこで出た意見を授業運営に随時反映することで、より「分かりやすい」
授業を実施した。
また授業アンケートでは、「SAによるサポートがあり、分からないところもすぐに解決することが出来た」「SAのサポート
があり、出来ていないことをすぐに質問することが出来ることがとても良かった」「教員だけでなくSAのサポートがあり、
課題などより良いものに出来た」「グループで分からないところを教え合ったり、SAがすぐにかけつけて教えてくれたり
した」などの自由記述を得ている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

2023年から開始したため、まだプログラム修了で卒業した者は出ていない。また、企業等の評価についてであるが、本
学の業務委託契約先である株式会社アールシーエーから「本プログラムにより、ただICT関連のツールを上辺だけ浚っ
たのではなく、データとは何であるかを理解した学生が輩出されることが期待できる。また、SA制度によりただ教わるだ
けではなく教える経験を有する学生が、より高いスキルを身につけていることも期待できる。」との評価をいただいてい
る。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

産業界において実際に業務に使われる実データの提供はまだ受けていないが、実データは本プログラム教育におい
て重要であるため、今後、企業の実データ分析を授業に取り入れる予定である。現在は、本学学内で生成されたデー
タを用いて学生にデータ分析をさせている。また一例として、株式会社アールシーエーから、データの処理の際に必要
に応じてGoogleのSaaSアプリ群とMicrosoft365のアプリ群を柔軟に使い分ける教育手法などについて好意的な評価を
得ており、引き続きデータ処理ができる人材を育成していきたい。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

学期末の授業アンケートでは、「総合的にみて、この授業は満足できるものでしたか。5段階評価：5（大変満足）～1（大
変不満）」という設問に、「5」「4」「3」を回答した割合は96.9%であった。また「5」と「4」を回答した割合は73.8%であり、「学
ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を理解させることは、一定程度達成することができた。
これは、ICTリテラシーの毎回の授業で実施するタイピングテストの1年次生全員の実データを活用する身近なテーマを
設定したこと、自分で実施したアンケートをもとにした分析、実例をもとにした情報の適切な活用など、主体的に取り組
みやすい授業設計を行ったことによるものと考えられる。
また授業アンケートでは「講義の例や取り上げるものでは、学生の興味関心のあるものをピックアップしているので、楽
しく、わかりやすく授業を受けることができました」などの自由記述を得ている。


